
   

 

第６７回学長定例記者会見 お知らせ事項６  

 

平成２７年７月２９日  

 

-被ばく 70 年を迎えて–  

広大ＨＰ特設サイトの設置・学長メッセージについて   

 

                       

 広島大学では被ばく 70 年を迎えて、原爆死没者・戦没者の慰霊追悼や被

爆体験を継承する取り組み、核のない平和な世界の構築に向けたメッセージ

の発信など、さまざまな取り組みを行っています。  

  

 このたび広島大学の公式ホームページに、被ばく 70 年特設サイトを設置

しました。広島大学の被ばく 70 年における取り組みを多数ご紹介している

ほか、7 月 28 日から、学長メッセージの動画配信を開始しました。  

 

「学長メッセージ」では、  

○  原爆で犠牲となった方々への思い  

○  広島と広島大学の復興の歴史  

○  世界最初の被爆地に開学した広島大学として掲げる  

「平和を希求する国際的教養人」の輩出  

○  核被害者・震災者への復興支援  

○  教育、研究、社会貢献を通じた平和な人類社会構築  

 

などについて日英両語でお伝えしています。（英語メッセージの配信は７月

３０日から英語版ホームページで開始予定）  

 

 

 

 
【お問い合わせ先】  

学術・社会産学連携室  

広報グループ   

TEL：082-424-6762  FAX：082-424-6040 

MAIL：koho@office.hiroshima-u.ac.jp 

 



＜学長メッセージ＞ 

皆さんこんにちは。広島大学長の越智光夫です。 

人類史上初めて広島の地に原子爆弾が投下されて今年で 70年になります。犠牲となられ

た方々の御霊に謹んで哀悼の誠をささげます。また、今なお後遺症に苦しんでおられる皆

さんに、心からお見舞いを申し上げます。 

  

一発の原爆により焦土と化した広島の街は「75 年間草木も生えない」と言われました。

しかし今や、美しい国際平和文化都市として復興を遂げました。平和大通りをはじめとす

る緑豊かな街並みは、世界から訪れる人々に安らぎを与えています。 

 

広島大学の前身となった学校の多くは、爆心地から 1km から 4km の広島市街地にあり

ました。最も爆心地に近かった広島高等師範学校・広島文理科大学では木造校舎が瞬時に

倒壊して全焼いたしました。 

  

こうした惨禍を越えて、新制広島大学は 1949年 5月、広島県民の熱い思いを受けながら

誕生したのであります。文部大臣を経て初代学長に就任した森戸辰男先生は、「自由で平和

な一つの大学」を建学の精神に掲げました。 

 森戸先生は、復興再建への協力を要請する手紙を、世界 470の大学に送りました。「焼け

ただれた赤錆色の大学でなく、みずみずしい緑色の大学にしたいと思い立ちました。緑こ

そ生々の色、希望の色、平和の色と信じたからです」と記し、図書寄贈とともに緑化のた

めの苗木・種子の提供を呼びかけました。 

そして応えてアメリカ、ドイツ、インドなどの大学からおよそ 100 種 260 本の苗木と種

子 930 袋余りが送られてきたと聞いております。これらの樹木の一部は大学移転に伴って

東広島キャンパスに移植され、今も緑したたる木陰をつくっています。 

 

世界最初の被爆地に開学した広島大学は「平和を希求する国際的教養人」を輩出しなけ

ればならないと、私は確信しております。学術的立場から核被害の実態を解き明かして世

界に発信するとともに、核被害者に寄り添い、復興に貢献することは、本学に課せられた

ミッションであります。 

2011年 3月 11日に起きた東日本大震災と福島第１原発事故の直後から、延べ 1300人を

超える緊急被ばく医療チームを現地に派遣しました。医療・放射線系だけでなく、震災に

よって壊れた自然環境、住民の皆さんの心身の健康や暮らし、社会システムを取り戻すた

めに、本学の自然科学系、人文社会科学系、学生ボランティアも総力を挙げて復興に取り

組んでいます。 

 

被爆 70年に当たり、あらためて建学の精神をかみしめ、教育、研究、社会貢献を通して

平和な人類社会を築くために、たゆまず努力してまいります。  












